
事業番号 - - -

（ ）

現状・課題
（5行程度以内）

(目) 職員旅費 0 0

翌年度へ繰越し（D) - - - -

262

0

0

※金額は単位未満四捨五入して記載していることから、合計が一致しな
い場合がある。

・執行実績を踏まえ、効率的かつ適正な執行の観点から経費の一部を削
減（初等中等教育振興事業委託費）
・新たな教育課題に対応するために増額（初等中等教育振興事業委託
費）

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

・教師の指導力の向上を図ることを目的として、「道徳教育パワーアップ研究協議会」を各都道府県等で開催するための支援を行うとともに、各地域の特色を生かした道徳教育を
推進するため、外部講師や地域教材の活用、家庭・地域との連携などの自治体等の取組を支援する。
・道徳教育の充実のための資料等をホームページ上で提供するアーカイブを運営し、授業映像や実践事例に関する資料、道徳に関する多様で質の高い指導方法や教材、評価方
法に関する資料等を公開し、各学校における道徳教育の充実を支援する。
・「特別の教科　道徳」の全面実施から、それぞれ４年目、３年目にあたる令和３年度に、この間の全国の小学校及び中学校における道徳科を要とした道徳教育の取組状況や課題
を把握することで、今後の道徳教育のさらなる改善、充実を図るために必要な知見を得ることを目的として調査を実施する。

実施方法 直接実施、委託・請負

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 8 174 149

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

241 287 257 266 269

予備費等（E) ▲ 75 ▲ 24 - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) 316 311 257 266 269

- - -

-

平成26年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし 担当課室

- -

補正予算（B) - - -

-

-

2023 文科 22 0098

文部科学省

政策 2　確かな学力の向上、豊かな心と健やかな体の育成と信頼される学校づくり

事業の目的
（5行程度以内）

道徳の「特別の教科」化を機に、答えが一つではない課題に子供たちが道徳的に向き合う「考え、議論する」道徳への転換を図るなど、道徳教育を抜本的に改善・充実するため、効
果的な指導方法や評価方法の研究・成果普及、地域の特色を生かした道徳教育の実践・成果普及等の取組を推進する。

教育課程課
教育課程課長
　　　　常盤木　祐一

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
-

関係する
計画、通知等

学習指導要領改正通知（平成20年3月28日、平成27年3月27
日、平成29年3月31日）
第4期教育振興基本計画（令和5年6月16日　閣議決定）

事業名 道徳教育の抜本的改善・充実 担当部局庁 初等中等教育局 作成責任者

事業開始年度

施策 2-2 豊かな心の育成

政策体系・評価書URL

主要経費 教育振興助成費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www.mext.go.jp/content/20211224-mxt_kanseisk02-000019646_2-2.pdf

(目)

事業概要URL -

(項)

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 266

265

58%

0

執行率（％）
=(G)/(F)

3% 61% 58%

初等中等教育振興費

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
3%

主な増減理由（・要望額・予備費）

56%

令和6年度要求

(目)

(目)

3

　

　

　

(目)

1 1

0

3

初等中等教育振興事業委託費

教職員研修費

委員等旅費

諸謝金

その他

269

平成27年3月に学習指導要領等を一部改正し、従前の「道徳の時間」を「特別の教科 道徳」（道徳科）として位置付け、平成30年度から小学校、令和元年度から中学校で全面実
施。答えが一つではない道徳的な課題を自分自身の問題として捉え向き合う「考え、議論する道徳」へと質的な転換を図っている。「特別の教科」化が目指した量的確保、質的転換
の面で一定の成果が上がっている一方で、道徳教育の更なる充実に向けた課題として、指導力の維持・向上や研修機会等の充実が喫緊の課題となっているところ、道徳科のより
よい実施に向けて、各種研修等の充実に加え、教科化以降の実践的知見の見える化・共有化を図る必要がある。さらに、コロナ禍において、優れた授業を参観する機会の不足、
実践事例の共有が課題といった声や、「道徳教育アーカイブ」への需要の高まりを踏まえ、コンテンツの拡充が急務となっている。

令和6年度要求

-

-

-



アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

-

-190 199

成果実績

38

目標値 ％ -

102.5 92.7

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

177

「考え、議論する道徳」への転換を図り、課題となっている指導力の維持・向上や研修機会等の充実に各自治体が取り組んでいくことで、まずは教師が教科化の趣
旨を踏まえ指導の工夫に取り組んでいる割合が向上すると考えるため、その割合を短期アウトカムとして設定した。

-

88.9％

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

-

-

50

6

「考え、議論する道徳」への転換を図るための指導の工夫に取り組んでいくことが浸透していく中、各自治体において、道徳教育の更なる充実に向けて教師の指導
力を向上していくための各種研修の充実や、よりよい実践事例の共有などの取組が進められることで、教師の意識のみならず、児童生徒自身が、主体的に考え、
議論することに取り組んでいる割合が向上すると考えるため、その割合を長期アウトカムとして設定した。

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

令和４年度　全国学力・学習状況調査　報告書【学校質問紙調査】
※「特別の教科 道徳において，児童自らが自分自身の問題として捉え，考え，話し合うような指導の工夫をしていますか」において、広く肯定的に回答をした割合
は、９６．８％。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度は調査中止のため「-」を記載。

令和2年度 令和3年度

90

9 年度

各学校における道徳教育の充実により、教科化
の趣旨を踏まえた「考え、議論する」道徳への転
換を図る。

道徳の授業において自分の考えを深
めたり、学級やグループで話し合った
りする活動に取り組んでいる割合（小
学校）

達成度

単位 令和2年度

-

目標最終年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

教師の指導力向を図るための研修や、地域の特色あ
る道徳教育の取組等を推進し、教科化の趣旨を踏まえ
た「考え、議論する」道徳への転換を図る。

道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業に取り組
む団体数（再委託先の自治体を含む）
※新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年
度は中止。

活動実績

年度

40 41

定量的な成果指標 単位

団体 199

目標年度
令和4年度

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 団体

- -

177

活動目標 活動指標

190

達成度 ％

「考え、議論する道徳」への転換を図るため
の指導の工夫の実施

「特別の教科道徳において，児童自らが
自分自身の問題として捉え，考え，話し合
うような指導の工夫をしていますか」の回
答のうち、教師が自信をもって「当てはま
る」と回答した割合（小学校）

成果実績 ％ - 41

-

受託する自治体等における、道徳教育について効果的かつ多様な指導方法の普及等による教師の指導力向上、家庭・地域との連携強化、地域の特色を生かした
取組に対する支援を実施。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

令和４年度　全国学力・学習状況調査　報告書【児童質問紙調査】
※新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度は調査中止のため「-」を記載。

成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

90

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

％ - 81 80

目標値 ％ - 90 90



活動内容②
（アクティビティ）

受託する自治体等における、道徳教育について効果的かつ多様な指導方法の普及等による教師の指導力向上、家庭・地域との連携強化、地域の特色を生かした
取組に対する支援を実施。

↓

活動目標及び活動実績
②

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

教師の指導力向を図るための研修や、地域の特色ある道徳教
育の取組等を推進し、教科化の趣旨を踏まえた「考え、議論す
る」道徳への転換を図る。

道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業に取り組
む団体数（再委託先の自治体を含む）
※新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年
度は中止。

活動実績 団体 - 199 177 - -

当初見込み 団体 190 190 199 177 -

↓
成果目標②-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

「考え、議論する道徳」への転換を図り、課題となっている指導力の維持・向上や研修機会等の充実に各自治体が取り組んでいくことで、まずは教師が教科化の趣
旨を踏まえ指導の工夫に取り組んでいる割合が向上すると考えるため、その割合を短期アウトカムとして設定した。

成果目標及び成果実績
②-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

6 年度

「考え、議論する道徳」への転換を図るため
の指導の工夫の実施

「特別の教科 道徳において，生徒自らが自分自
身の問題として捉え，考え，話し合うような指導
の工夫をしていますか」の回答のうち、教師が自
信をもって「当てはまる」と回答した割合（中学
校）

成果実績 ％ - 49 46 -

目標値 ％ - 38 49 50

達成度 ％ - 128.9 93.9 -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

令和４年度　全国学力・学習状況調査　報告書【学校質問紙調査】
※「特別の教科 道徳において，児童自らが自分自身の問題として捉え，考え，話し合うような指導の工夫をしていますか」において、広く肯定的に回答をした割合
は、９７．４％。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度は調査中止のため「-」を記載。

↓
成果目標②-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

「考え、議論する道徳」への転換を図るための指導の工夫に取り組んでいくことが浸透していく中、各自治体において、道徳教育の更なる充実に向けて教師の指導
力を向上していくための各種研修の充実や、よりよい実践事例の共有などの取組が進められることで、教師の意識のみならず、児童生徒自身が、主体的に考え、
議論することに取り組んでいる割合が向上すると考えるため、その割合を長期アウトカムとして設定した。

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

令和４年度　全国学力・学習状況調査　報告書【生徒質問紙調査】
※新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度は調査中止のため「-」を記載。

成果目標及び成果実績
②-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

9 年度

各学校における道徳教育の充実により、教科化の趣旨
を踏まえた「考え、議論する」道徳への転換を図る。

道徳の授業において自分の考えを深めた
り、学級やグループで話し合ったりする活
動に取り組んでいる割合（中学校）

- 85.7 85 -

目標値 ％ - 90 90 90

達成度 ％ - 95.2 94.4 -

成果実績 ％

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ②について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ②についてアウトカムが複数設定できない理由

-



-

当初見込み アクセス数 90,197 214,996 214,996

目標値 ％ - 40 41 50

活動内容③
（アクティビティ）

教師の道徳科の授業改善を支援するため、道徳教育アーカイブを通じて、「考え、議論する道徳」の授業づくりの参考となる映像資料や指導案の工夫事例、授業
で活用できる郷土教材等を提供する。

↓

活動目標及び活動実績
③

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

道徳教育アーカイブを充実することで、教師の道徳科
の授業改善を支援し、「考え、議論する道徳」への転換
を図る。

授業づくりの参考となる授業映像資料等
を掲載する道徳教育アーカイブへのアクセ
ス数

活動実績 アクセス数 214,996 161,063 582,557 -

582,557 -

↓
成果目標③-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

「考え、議論する道徳」への転換を図るため、道徳教育アーカイブにおいて、教師が道徳科の授業改善に活用できる授業映像資料等を充実していくことで、まずは
教師が教科化の趣旨を踏まえ指導の工夫に取り組んでいる割合が向上すると考えるため、その割合を短期アウトカムとして設定した。

成果目標及び成果実績
③-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

6 年度

「考え、議論する道徳」への転換を図るため
の指導の工夫の実施【再掲】

「特別の教科 道徳において，児童自らが自分自
身の問題として捉え，考え，話し合うような指導
の工夫をしていますか」の回答のうち、教師が自
信をもって「当てはまる」と回答した割合（小学
校）【再掲】

成果実績 ％ - 41 38 -

達成度 ％ - 102.5 92.7 -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

令和４年度　全国学力・学習状況調査　報告書【学校質問紙調査】
※「特別の教科 道徳において，児童自らが自分自身の問題として捉え，考え，話し合うような指導の工夫をしていますか」において、広く肯定的に回答をした割合
は、９７．１％。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度は調査中止のため「-」を記載。

↓
成果目標③-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

「考え、議論する道徳」への転換を図るための指導の工夫に取り組んでいくことが浸透していく中、道徳教育の更なる充実に向けて教師の指導力を向上していくた
めに、道徳教育アーカイブにおける授業映像資料等を充実させ、各自治体における実践的知見の見える化・共有化とも連携を図っていくことで、教師の意識のみな
らず、児童生徒自身が、主体的に考え、議論することに取り組んでいる割合が向上すると考えるため、その割合を長期アウトカムとして設定した。

90

達成度 ％ - 90 88.9 -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

令和４年度　全国学力・学習状況調査　報告書【児童質問紙調査】
※新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度は調査中止のため「-」を記載。

アウトカム設定について
の説明

アクティビティ③について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ③についてアウトカムが複数設定できない理由

-

成果目標及び成果実績
③-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

9 年度

各学校における道徳教育の充実により、教科化
の趣旨を踏まえた「考え、議論する」道徳への転
換を図る。【再掲】

道徳の授業において自分の考えを深
めたり、学級やグループで話し合った
りする活動に取り組んでいる割合（小
学校）【再掲】

成果実績 ％ - 81 80 -

目標値 ％ - 90 90



アウトカム設定について
の説明

アクティビティ④について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ④についてアウトカムが複数設定できない理由

-

- 86 85 -

目標値 ％ - 90 90 90

達成度 ％ - 95.6 94.4 -

成果実績 ％

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

令和４年度　全国学力・学習状況調査　報告書【生徒質問紙調査】
※新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度は調査中止のため「-」を記載。

成果目標及び成果実績
④-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

9 年度

各学校における道徳教育の充実により、教科化
の趣旨を踏まえた「考え、議論する」道徳への転
換を図る。【再掲】

道徳の授業において自分の考えを深
めたり、学級やグループで話し合った
りする活動に取り組んでいる割合（中
学校）【再掲】

- 128.9 93.9 -

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

令和４年度　全国学力・学習状況調査　報告書【学校質問紙調査】
※「特別の教科 道徳において，児童自らが自分自身の問題として捉え，考え，話し合うような指導の工夫をしていますか」において、広く肯定的に回答をした割合
は、９７．４％。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度は調査中止のため「-」を記載。

↓
成果目標④-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

「考え、議論する道徳」への転換を図るための指導の工夫に取り組んでいくことが浸透していく中、各自治体において、道徳教育の更なる充実に向けて教師の指導
力を向上していくための各種研修の充実や、よりよい実践事例の共有などの取組が進められることで、教師の意識のみならず、児童生徒自身が、主体的に考え、
議論することに取り組んでいる割合が向上すると考えるため、その割合を長期アウトカムとして設定した。

↓
成果目標④-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）

「考え、議論する道徳」への転換を図るため、道徳教育アーカイブにおいて、教師が道徳科の授業改善に活用できる授業映像資料等を充実していくことで、まずは
教師が教科化の趣旨を踏まえ指導の工夫に取り組んでいる割合が向上すると考えるため、その割合を短期アウトカムとして設定した。

成果目標及び成果実績
④-1

（短期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標年度

6 年度

「考え、議論する道徳」への転換を図るため
の指導の工夫の実施【再掲】

「特別の教科 道徳において，生徒自らが
自分自身の問題として捉え，考え，話し合
うような指導の工夫をしていますか」の回
答のうち、教師が自信をもって「当てはま
る」と回答した割合（中学校）【再掲】

成果実績 ％ - 49 46 -

目標値 ％ - 38 49 50

達成度 ％

教師の道徳科の授業改善を支援するため、道徳教育アーカイブを通じて、「考え、議論する道徳」の授業づくりの参考となる映像資料や指導案の工夫事例、授業
で活用できる郷土教材等を提供する。

↓

活動目標及び活動実績
④

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

道徳教育アーカイブを充実することで、教師の道
徳科の授業改善を支援し、「考え、議論する道
徳」への転換を図る。【再掲】

授業づくりの参考となる授業映像資
料等を掲載する道徳教育アーカイブ
へのアクセス数【再掲】

活動実績 アクセス数 214,996 161,063 582,557 - -

当初見込み アクセス数 90,197 214,996 214,996 582,557 -

活動内容④
（アクティビティ）



-

目標年度における効果測定に関する評価（令和10年度実施)

-
点検結果

各委託先から提出される事業実施計画書(事業開始前）及び事業完了報告書（事業完了
後）等の内容を精査し、より効率的な予算の執行について努めるとともに、その成果の活用
促進について検討していく必要がある。

-

-

この事業は、外部有識者からの所見を踏まえつつ事業を進めるとともに、令和４年度決算において多額の不用額が生じているため、不用額が生じた要因を分析し
たうえで、予算執行の実績を適切に令和６年度概算要求に反映すべき。

外部有識者の所見

道徳、徳育などの教育は、具体的な事例をもとに考えることが重要な要素となるが、道徳の授業などでとりあげるテーマは、多くの教員にとってなじみのないものと考えられるため、テーマと
なる事例を蓄積したアーカイブを作成し、各学校で利用することで、考えるきっかけとなるとともに、正確な解説につながることが期待できる。（鈴木委員）

0085

2021 文科

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

0083

-

-

令和2年度 文部科学省 0080

0085

令和4年度 2022 文科 21

引き続き、各委託先における適切かつ効果的な経費執行に努めるとともに、各団体の取組事例を道徳教育アーカイブWebページで公開することなどを通して、本
事業の成果の更なる普及を図る。

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

新21

令和元年度

平成28年度 28-0064

平成29年度 67

令和3年度

平成27年度

文部科学省

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 -

平成25年度 新26-0010

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

決算不用については、採択数が予定を下回ったこと及び委託先における会議開催方法の変更等による経費の削減により生じたもの。引き続き、執行実績を踏まえ、効率的かつ適正な執行及び要求額
の見直しに努めるとともに、道徳教育アーカイブの充実をはじめ、道徳教育の更なる充実に向けて取り組んでまいりたい。また採択予定数及び事業経費の見直しにより令和6年度概算要求に▲24百万
円を反映した。

事業内容の一部改善

縮減

27-0063

平成30年度 69

平成23年度 -

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

平成26年度 新26-0011

備考

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

-



資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

諸謝金等 2.2百万円を含む

委託【随意契約（公募）】 委託【随意契約（企画競争）】

各都道府県等における「道徳教育パ

ワーアップ研究協議会」の開催や、

「道徳教育アーカイブ」実施等、各地

域の特色を生かした道徳教育を推進

するため、外部講師や地域教材の活

用、家庭や地域との連携などの自治

体等の取組を支援。

全国の教育委員会や学校等で行

われている道徳教育の充実のた

めの取組を収集し、Webページ

上で提供する道徳教育アーカイ

ブを運営。

Ａ．道徳教育の抜本的改善・充実

に係る支援事業

１３２百万円

教育委員会・大学法人・非営利法

人（全６５機関）

Ｂ．考え議論する道徳への転

換に向けた先進事例等の収

集・分析・普及事業

１５百万円

民間企業（全１法人）

文部科学省

１４８．９百万円

C．再委託

44百万円

教育委員会・市町村（全１１２機関）

再委託【随意契約（公募）】



　

支出先上位１０者リスト

A.

B

C

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック

-

100％ -

10 南さつま市 3000020462209
研修会の実施、外部講師の派遣
等

0.6
随意契約（公

募）
1 100％

1 100％ -

9 今帰仁村 3000020473065
研修会の実施、外部講師の派遣
等

0.6
随意契約（公

募）
1

8 越谷市 6000020112224
研修会の実施、外部講師の派遣
等

0.6
随意契約（公

募）

-

7 能代市 3000020052027
研修会の実施、外部講師の派遣
等

0.7
随意契約（公

募）
1 100％ -

100％ -

6 本庄市 4000020112119
研修会の実施、外部講師の派遣
等

0.9
随意契約（公

募）
1 100％

1 100％ -

5 階上町 1000020024465
研修会の実施、外部講師の派遣
等

0.9
随意契約（公

募）
1

4 鴻巣市 2000020112178
研修会の実施、外部講師の派遣
等

0.9
随意契約（公

募）

-

3 草加市 6000020112216
研修会の実施、外部講師の派遣
等

1
随意契約（公

募）
1 100％ -

100％ -

2 深谷市 2000020112186
研修会の実施、外部講師の派遣
等

1
随意契約（公

募）
1 100％

入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 幸手市 1000020112402
研修会の実施、外部講師の派遣
等

1.5
随意契約（公

募）
1

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等

-

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 株式会社広済堂ネクスト 5010401159454
資料収集・分類、アーカイブ化作
業、HP運営

14.6
随意契約（企画

競争）
1 100％

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）

- 100％ -10 鹿児島県教育委員会 8000020460001
研修会の実施、外部講師の派遣
等

3.7
随意契約（公

募）

-

9 沖縄県 1000020470007
研修会の実施、外部講師の派遣
等

4.2
随意契約（公

募）
- 100％ -

100％ -

8 香川県教育委員会 8000020370002
研修会の実施、外部講師の派遣
等

4.5
随意契約（公

募）
- 100％

- 100％ -

7 横浜市教育委員会 3000020141003
研修会の実施、外部講師の派遣
等

4.6
随意契約（公

募）
-

6 石川県 2000020170003
研修会の実施、外部講師の派遣
等

5
随意契約（公

募）

-

5 北海道教育委員会 7000020010006
研修会の実施、外部講師の派遣
等

5.6
随意契約（公

募）
- 100％ -

100％ -

4 愛媛県 1000020380008
研修会の実施、外部講師の派遣
等

5.6
随意契約（公

募）
- 100％

- 100％ -

3 兵庫県教育委員会 8000020280003
研修会の実施、外部講師の派遣
等

6.2
随意契約（公

募）
-

2 福島県教育委員会 7000020070009
研修会の実施、外部講師の派遣
等

6.3
随意契約（公

募）

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 埼玉県 1000020110001
研修会の実施、外部講師の派遣
等

11.4
随意契約（公

募）
- 100％ -

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

計 1.5 計

会議費 講師会議費用 0.1

消耗品費 オフィス用品購入 0.1

諸謝金 協議会講師謝金 0.6

印刷製本費 図書購入 0.7

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

8 事業費
サーバー利用料、サーバーセキュリティ証明書発行
等、JASRAC著作権使用料、旅費

消耗品 1.2

消費税相当額

C. D.

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

一般管理費

計 11.3 計 15

0.8

5

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

諸謝金 外部講師派遣 3.3 人件費 資料収集・分類、アーカイブ化作業 8

再委託費 県内１１市へ


	行政事業レビューシート

